
 全国には７９２の市があります。千葉県の北東部に位置する流山市はその中で、２０２３年まで７年連続で「人口増加率１位」に輝きま

した。現在の井崎義治市長が就任した２００３年、約１５万人だった人口は２３年に２１万人を超えました。東京・秋葉原と茨城県つく

ば市を結ぶつくばエクスプレスの開通が大きなきっかけになったのは事実ですが、人口の増加ぶりは沿線の都市の中でも突出しています。

子育て世代に的を絞った政策と都市開発が功を奏しました。２００３年に市内１７箇所だった保育所は１００箇所を超えました。賑わい

の中心となるつくばエクスプレスの「流山おおたかの森駅」周辺は緑に覆われ、子供たちが自由に走り回っています。「母になるなら流山

市。」を合言葉に展開された街づくりの舞台裏を紹介します。

「地方創生のトップランナー」と言われる海士町は本州からフェリーで 4時間の距離にある離島。配流された後鳥羽上皇の時代に影響を受

けた建築や街の景観、流通の厳しい地ゆえに生み出された生活の道具など、興味深い文化資産が今でも残っているそうです。少子高齢化

と人口流出の悩みを解決したのは当時の町長のリーダーシップと民間の知恵の柔軟な活用。

登壇者の西上ありささんは学生時代からゼミの活動で島の活性化に取り組み、起業後も長きにわたり島に住み込んでその実践をされた方

です。生徒数の 2/3が島留学生の島前高校、GPSを活用した放牧による隠岐牛のブランド化、特産のナマコは加工されて再高級食材に。

島の人達と島外の人達との交流を活かして島を活性化させ、しっかりと島に居住してくれる Uターンを増やすことがその目標。

コミュニティと一緒にその活動を生み出すことをサポートするコミュニティーデザインの極意をお聞きします。

開催日時や内容については決定次第、ご案内します。

DEWKS を惹きつける徹底した街づくりと市民サービスで人口増加率 7 年連増 No1 を実現

千葉県流山市
2024.4.23 火 17:00 ～ 19:00

コミュニティーデザインにより活性化した島づくりで U ターン移住者を増やす

島根県隠岐諸島
2024.5.13 月 17:00 ～ 19:00

2024.6 月以降　開催予定

日本建築美術工芸協会一般社団法人

第 70 回～第 72 回 aaca 連続講演会　[CPD 認定プログラム 2h]



住所　東京都港区港南 2-16-4
　　　品川グランドセントラルタワー 4F

サンゲツ 品川ショールーム

会場

参加を希望される方は下記の URL 又は aaca の HP から申込手続きを行っ

てください。
（スマートフォンを利用される場合は右下の QR コードを読み取ることで
申込用の Web ページにアクセスできます） 

　https://aaca-bunka-kouen2024a.peatix.com
紙面による申し込みを希望される方は下記のお問い合せまで Fax 又は
E-mail にてご連絡ください。別途、申込用紙をお送りします。 

尚、オンライン参加（Zoom ウェビナー利用）にあたって、以下をご確認
のうえ、申し込みをしてください。

・ 参加費の振込み確認後、講演開始 30 分前までにお送りする URL、パス
ワードから Zoom ウェビナーに参加してください。

 ・出欠確認のため、参加にあたって入力する名前は申込者と同じ名前と

してください。（氏名表記は、フルネームでお願いいたします。例：山
田太郎又は Taro Yamada など）

 ・講演会の内容は記録する予定になっています。発言されるにあたって

は、そのことをお含みおきください。
 ・講演会の録音、録画はご遠慮ください。
 ・ CPD 単位取得希望の方は CPD 番号及び名前（カタカナ）を主催者まで

メールにてお知らせ願います。尚、１件の申し込みにつき 1 名までと
なります。

申込方法

17：30  ～

18：00  ～  19：10（質疑応答含む）  

19：20  ～  20：00

受付

講演会

懇親会

2024 年 4 月 23 日 ( 火 )1 千葉県流山市
DEWKS を惹きつける徹底した街づくりと市民サービスで
人口増加率 7年連増 No1 を実現

2024 年 5 月 13 日 ( 月 )
コミュニティーデザインにより活性化した島づくりで

Uターン移住者を増やす

2 島根県隠岐諸島

開催日時

会員・一般 1,500 円　学生無料

オンライン参加　定員なし（PC 1 台で同室聴講可）

会場参加 定員 70 名（先着順）

会員 2,000 円　一般 2,500 円　学生無料

懇親会参加 : 会員 ･ 一般 ･ 学生 2,000 円 ( 共通 ) 

開催方法・定員・会費

事務局　TEL ：03-3457-7998
　　　　FAX ：03-3457-1598

　　　　Email：bunka@aacajp.com

( 一社 ) 日本建築美術工芸協会

主催・お問い合わせ

１９６５年生まれ。愛知県出身。１９８８年、早大
法卒、日本経済新聞入社。１９９８年、欧州総局（ロ
ンドン）、日本経済新聞編集員、日経ビジネス編集
委員などを経て２０１６年４月に独立。流山市在住
は３０年を超える。
著書に「稲盛和夫最後の闘い　JAL 再生に賭けた経
営者人生」、「会社が消えた日　三洋電機１０万人の
それから」（以上日経 BP）、「ロケット・ササキ　ジョ
ブズが憧れた伝説のエンジニア佐々木正」「流山が
すごい」（以上新潮社）、「東芝解体　電機メーカー
が消える日」（講談社）、「東芝原子力敗戦」（文藝春
秋）、「起業の天才！江副浩正　８兆円起業リクルー
トをつくった男」（東洋経済新報社）、「最後の海賊
　楽天・三木谷浩史はなぜ嫌われるのか」（小学館）
がある。

早稲田大学大学院（政治経済学部）修了。公共経営
修士（専門職）。早稲田大学人間総合研究センター
招聘研究員。
2005 年に studio-L 参画。事業立案から計画策定、
その後の活動のマネジメント、成果物のデザイン等
すべてのプロセスに携わる。住民参加による総合計
画の策定、集落診断・集落支援、子育て支援、地域
包括、生涯活躍のまち、総合戦略の策定、介護予防、
学校教育、社会教育などの公共事業に取り組む。
単著に『ケアする人のためのプロジェクトデザイン

（医学書院）』がある。

西上ありさ にしがみありさ

studio-L TOKYO 代表ジャーナリスト

大西康之 おおにしやすゆき

千葉県流山市 島根県隠岐諸島

登壇者

予告

連続講演第 3回に関しましては開催内容が決定次第ご案内致します。

また本連続講演を総括するシンポジウムを企画しています。開催が決定次第ご案内致します。


